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 本発表の目的は、フランス語学習者にとって聞き取りやすいフランス語の特徴を分析し、

フランス語音声の聞き取りやすさを予測するモデルを提案することである。さらに、予測モ

デルの応用可能性を検討し、フランス語学習者のリスニング教育の向上に貢献することを目

指す。  

 聞き取りやすさとは、特定のコミュニケーション状況において、特定の聞き手がその聞き

手固有の経験をもとに、ある口頭談話を理解する際に感じる容易さや困難さのことである。

語彙や構文、韻律に代表される談話の特徴が、聞き取りやすさに影響を及ぼす  (Ozawa et al., 

2024)。本発表では、聞き取りやすさを CEFR レベルで表す。  

 本発表で使用するデータは、 25 冊のフランス語の教科書付属の音声とそのスクリプトで

ある。それらのデータは、会話とモノローグという発話スタイルによって分類される。音声

とスクリプトから得られる特徴  (一分あたりの音節数、一文あたりの文字数など ) と、対応

する教科書の CEFR レベルの相関分析を行い、聞き取りやすいフランス語の特徴を明らかに

する。加えて、CEFR レベルが未知であるフランス語音声の難度予測を行う。  

 本発表では、予測モデルの応用可能性を、モデルの自動化という観点から主に考察する。

したがって、本発表における聞き取りやすさ予測モデルの分析は、大きく二つに分けられる。

一つは、手動で調整を加えた第一モデルの分析であり、もう一つは、自動で構築された第二

モデルの分析である。両結果を比較することで、聞き取りやすさの自動予測モデルの実現可

能性を評価する。その予測モデルの実現は、オーセンティックな教材使用を容易にすること

に繋がる。オーセンティックな談話を聞くことは学習に対するモチベーションを高め、リス

ニング能力向上を導くため  (Stempleski, 1987 ; Yoshimi, 2019)、フランス語学習に役立つこと

が期待される。  
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